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女性に対する暴力に関する専門調査会における審議について
～「重点方針2019」に基づく施策の取組状況～

第102回 女性に対する暴力に関する専門調査会における主な意見

【性犯罪・性暴力への対策の推進】
性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターについて、地域の実情を踏まえ、24時間

対応化や相談員の育成や確保を含め、運営の安定化と質の向上を図るべきである。

ワンストップ支援センターの共通ダイヤルを設置する際は、被害者負担を軽減するため、通話料金
の無料化も検討すべきである。

【DV対応と児童虐待対応との連携強化】
児童相談所職員に対し、DVに関する理解を促すような研修の充実等が必要である。

配偶者暴力相談支援センターにおいて児童虐待事案を発見した場合、あるいは児童相談所にお
いてＤＶを把握した場合は、ケース会議を活用するなどして、積極的に両者間での連携・情報共有
を図り、被害者支援の強化を行う必要がある。

【加害者更生を含むDV対策の推進】

加害者更生プログラムについては、調査研究をいかして、具体的な仕組みを構築するための検討
を進める必要がある。

【的確な実態把握の推進】
 DVの相談件数調査では、年齢階層別の相談件数の増減傾向の把握・分析等ができるような数値

の取り方を検討してほしい。
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